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中間考査が始まりました。 文責 学校長

～サッカー部ベスト８進出 夢の舞台まであと３勝～
本日から４日間の日程で中間考査が始まりました。３年生にとっては高校最後の

定期考査です。学習した成果が発揮できるように睡眠時間もきちんと確保しつつ
朝食もしっかり摂って試験に臨みましょう。サッカー部は１０日（土）の３回戦で
佐賀工業に２－０で勝ち、準々決勝に駒を進めました。夢の舞台まであと３勝です。

１ 芸術の秋。佐賀県総合文化祭が開幕しました。
１０月６日（火）に佐賀市文化会館で総合開会式が行

われ、「表現の可能性を、サガせ。」を大会テーマとして各
専門部ごとに総文祭が開催されました。

本校の活躍（優秀作品等）を紹介します。

◆書道部門 奨励賞 古賀菜々子さん（２－５）
『皇甫冉詩』

◆美術・工芸部門

絵画 準特選 小笠原暖花さん（２－５）
『あったかもしれない街』

絵画 準特選 古田夏帆さん（２－５）
『母のもとへ』

◆囲碁部門 男子優勝 小栁勇太くん（２－３）
女子優勝 岩本一葉さん（１－４）

２ 新生徒会長に田中洸さんが選ばれました。
後期生徒会長立候補者３名が朝の登校時の選

挙活動を行い、放送による立会演説会を経て、

１０月６日（火）の投票の結果、２年３組の田

中洸さん（嬉野中）が新生徒会長に選ばれまし

た。コロナウイルス感染防止の観点から、今回

も各教室での立会演説会・投票となりました。

新生徒会の活躍に期待します。

３ 大学入試共通テスト１００日前講演会を行いました。
１０月８日（木）に３年生を対象に「大学入試共通テスト１００日前講演会」を実施

しました。講師にベネッセコーポレーション顧問の田川祐治先生（元長崎西高校校長）
をお迎えして「受験勉強 楽しく取り組もう（残り５か月余り 執念・挑戦）」と題して、３年
生に対して、「受験勉強を楽しむ域までとことん向き合うこと」「意識が変われば結果も

変わる」「やる気と根気の持続が合格の鍵」などなど熱いメッセージとエールを送ってい

ただきました。３年生諸君、今一度気合を入れ直してとことん自分を追い込みましょう。

４ 今週の故事成語・・・「邯鄲の夢」（かんたんのゆめ） 【問題】「邯鄲の夢」と同じ意味の故事成語は？
人の世の栄枯盛衰の儚いことのたとえ。人の一生の儚さのたとえ。（出典：『枕中記』より）

【由来】「邯鄲」とは、中国の戦国時代の趙の都市のこと。唐の時代、廬生（ろせい）という人が邯鄲の土地で、呂翁と
いう老人から不思議な枕をかりて茶店でひと眠りしました。すると、自分がたくさんのお金と高い地位を得て、一生を

終える夢を見ます。夢から覚めると、自分が寝る前に茶店の人が煮ていたものが、まだできていないほど短い時間の夢

だったということを知ります。廬生が、人生のはかなさを悟ったことから、この語ができました。（参考：「知識の泉」より）

５ 今週の名言・・・松井秀喜氏（石川県出身）の言葉です。
○高校時代もジャイアンツにいた頃も走って、自分でスイングして自分のバッティングを作っ
てきた。必ずその過程を踏まなくちゃ、自分のいいものは出せない。
○神様は楽をしている人、楽をしていい結果を残そうとしている人、投げやりになっている
人には、最終的には微笑まないと思います。
【解説】 ゴジラ・松井選手の真摯な人柄とそれを裏付ける努力の姿勢が窺える言葉です。星稜高校時代、甲子園での
明徳義塾高校戦での５打席連続敬遠は今でも語り草となっています。

【松井秀喜について】 石川県能美市出身の元プロ野球選手（外野手）。右投左打。引退後はニューヨーク・ヤンキース
GM 特別アドバイザーを務める。１９９０年代から２０００年代の球界を代表する長距離打者で、読売ジャイアンツ、ニ
ューヨーク・ヤンキースなどで活躍した。２０１３年には国民栄誉賞を受賞。愛称は「ゴジラ」。



６ 入試によく出る漢字・・・『訓読語ベスト２００』から・その２ いくつ書けますか？
①ソビえる時計台に誓いをたてた。②合格にチナんだ名前の食べ物が多い。③教育行政は文科省がツカサドる。

④何かにツかれたように勉強する。➄予備校で彼の向学心はツチカわれた。⑥その事については口をツグんでいる。

⑦去年は不眠症にナヤまされた。 ⑧成功は常に努力をトモナう。 ➈光線がナナめに射し込む。

➉今日はどうも頭の働きがニブい。⑪これで合格の鍵をニギったぞ。 ⑫口汚くノノシるのはよせよ。

⑬新設学部をネラって受験した。 ⑭彼はネンゴろにもてなしてくれた。 ⑮春風が快く頬をナでる。

⑯一度は夢がツイえたかに見えた。⑰感キワまって涙があふれる。 ⑱カユいところに手が届く親身の指導。

⑲自分の手で勝利をウバい取れ。 ⑳誰もが不安にオソわれる時がある。

７ 今週の一冊・・垣谷美雨氏の『リセット』（双葉文庫）です。
ぼんやりした不安と不満を抱え、それでも平凡に暮らしていた三人の女性が、突然、高
校時代にタイムスリップさせられてしまう。“未来の想い出”がリプレイされる毎日は、彼
女たちの意識を少しずつ変えていく。そしていま、再び新しい人生へ!人生は変えられる
ことを教えてくれる長編if小説。文庫特別収録。著者インタビュー「文庫刊行によせて」。

（参考：本書裏表紙説明より）

【解説】 そのタイトルから人生をリセットする話だと容易に想像できますが、その中に著者が他の著作で取り上げてい
る身近なリアルな社会問題を巧みに織り込んでいるため妙に現実感溢れる作品に仕上がっています。それでいて「社会

派ドラマ」的な重さはなく、ユーモア漂う作品であるため、逆境にあっても前向きに生きようと思わせてくれる作品で、

読んだあと、景色が違って見えるような、不思議と元気になれる長編小説です。人生の折り返し点を超えた先生方・保

護者の方に是非お薦めしたい一冊です。

【作者・垣谷美雨氏について】 １９５９年兵庫県生まれ。明治大学文学部卒。２００５年「竜巻ガール」で、第２７回
小説推理新人賞を受賞し、デビュー。誰もが直面する社会問題を、ユーモア溢れる筆致で描く作品が多い。著書に「七

十歳死亡法案、可決」「老後の資金がありません」「四十歳、未婚出産」「夫の墓には入りません」「姑の遺品整理は、迷

惑です」「うちの子が結婚しないので」「うちの父が運転をやめません」など多数。（本書著者解説より）

８ 日本全県の名所とスイーツめぐり…第２６回は石川県です。
○名所 （参考：「ぐる旅」その他より）

◆兼六園・・・水戸・偕楽園、岡山・後楽園と共に日本三名園と呼ばれている兼六園は、『宏大・幽邃・人力・蒼古
・水泉・眺望』の六勝を兼ね備えているとして松平定信が名付けた名園です。広大な園内には築山、池、茶屋などが点
在しており、それぞれの景観を楽しみながら廻遊する庭園となっています。四季を通じてさまざまな自然美が堪能でき、

雪から木の枝を守るために施される“雪吊り”は金沢の冬の風物詩として、定番の景色です。夜のライトアップでは幻
想的に彩られた庭園が広がります。『ミシュラン・グリーンガイド・ジャポン』で最高ランクの三つ星を獲得しました。

◆ひがし茶屋街・・・ひがし茶屋街は金沢市東山地区にある昔ながらの建築物やお茶屋さん、お土産物屋さんが立ち
並ぶ観光スポットです。金沢の代表的な観光地の一つですが、出格子の建物や石畳など総じて品のある街並みで、ゴミ
なども落ちておらず、とても綺麗に整備されています。観光客向けに色んな商品、特に「金」に関連したお土産や食べ

物が多く、中でも「箔一」さんの金箔を一枚使った贅沢なソフトクリームはお値段が張りますが金沢旅行の記念にはオスス
メです。ただ夕方頃に閉店するお店も多いので、行きたいお店があれば訪れる前にある程度リサーチして観光プランを

立てておいた方が効率的に回れると思います。休日は若い観光客で溢れる観光地です。武雄の温泉通りがこんな雰囲気

の街並みにかわったら温泉のリピーターも増えるのではないでしょうか。

○スイーツ・土産
【じろ飴】（俵屋）芳醇な香りと控えめな甘さが特徴のお菓子。砂糖を一切使わず水と米と麦から作られた俵屋のじろあ
めです。金沢人で『食べたことがない』人はいない「じろ飴」の俵屋！創業が天保元年と老舗中の老舗です。堂々とし
た風格の店構えは、『まるで庄屋』のようにも見えます。金沢の美しい景観の１つでもあり、金沢の誇りでもあります。

砂糖の代わりにお料理に使ったり、果物と一緒に冷やして飴として食べたり、万能で体に優しいのが魅力。

【長生殿】（森八）金沢で老舗和菓子店といえば、まず森八を教えられます。メディアでも紹介されたこちらの名物は
和三盆糖を使った「長生殿」という和菓子です。日本三名菓の随一と言われており、三百数十年変わらぬ製法で作ら
れた伝統あるお菓子です。他にも、伝統名菓の千歳や最中、羊羹など数多くの和菓子を作っています。月ごとにおすす

めの和菓子を変えたり、２月はバレンタイン向けの商品を展開するなど伝統ある名菓でも時代の流れに乗っています。

９ 保護者の皆様へ…体育祭の放映はご覧になりましたか。１５日がラストです。
武陵祭（体育祭）の番組放映はご覧になりましたか？今回もケーブルネットワークのご協力で伊万里・有田地区でも

放映していただきました。武雄ケーブルワンでの放映も１５日（木）がラストとなります。10:00 ～ 12:00、16:00 ～ 18:00
の予定です。１・２年生の保護者の皆様、３年生の保護者の皆様で当日ご参観できなかった保護者の皆様お見逃しなく。

【表面の問いの答】 ※英語では「Pleasure and come and soon go.（楽しみは来てすぐに去る）」「Life is but a

dream.（人生とは儚い夢にすぎない）」などがある。同義の故事成語としては「邯鄲の枕」・「廬生（ろせい）の夢」
・「一炊（いっすい）の夢」がある。
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